高岡市万葉歴史館
学芸課長　新谷　秀夫
昭和38年8月11日生（大阪府東大阪市出身、本籍は富山県氷見市）
関西学院大学大学院文学研究科博士課程後期課程修了。
どのようにして『万葉集』が現在に伝わり、読まれ続けてきたかという『萬葉集』の享受・伝来が専門分野だが、最近は毎年数多くの講演や連載をこなしながら、たくさんの人に『萬葉集』のおもしろさや富山との関わりについて分かりやすく解説することにも尽力。著書に『万葉集101の謎』、『古代史がわかる『万葉集』の読み方』（以上、共著）、『越中万葉うたがたり』、『うたわれた富山湾』（以上、単著）など。平成22年第27回「とやま賞」受賞。
